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論 文 内 容 の 要 旨
肝動脈遮断後, 動脈性副血行路の存在が, 犬の生存に重要な因子であるかどうかを解明するために, 肝
切除後の再生肝に対する肝動脈遮断の影響を検討すると共に, そ0)病態生理を正常肝の肝動脈遮断時のそ
れと比較検討した｡
すなわち, 肝再生犬肝動脈遮断後の生存率, 肝の肉眼的, 組織学的変化, 肝機能検査及び動脈性別血行
路検査を実施して, 次の結果を得た｡
1) 抗生物質の投与なしで, 肝動脈遮断後正常犬群は, 全例が2 日以内に死亡したのに反し, 肝再生犬
群は60% が生存した｡
2) 正常犬群の肝壊死範囲と比較して, 肝再生大群では, 肝壊死範囲は小さい傾向にあった｡ しかも,








7) 胸部大動脈墨汁注入によっても, 正常大群と肝再生犬群との問に遮断後, 動脈性副血行路よりの肝
への流入の差を認めなかった｡
8) 血圧及び門脈圧測定では, 正常犬群と肝再生犬群との問に有意の差を認めなかった｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
京大外科第一講座では, 従来から大の肝動脈を遮断し, 遮断後の病態生理について検討を加えてきた｡
著者は肝広汎切除後の再生肝が肝動脈遮断に対しいかなる態度を示すかを追究した｡
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